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 法廷の秩序維持等にあたる裁判所職員に関する規則を次のように定める。 
法廷の秩序維持等にあたる裁判所職員に関する規則 
第一条 裁判所（簡易裁判所にあつては司法行政事務を掌理する裁判官）又はその委任を
受けた裁判官は、その裁判所の裁判官以外の職員に、裁判長又は一人の裁判官が法廷の秩
序維持のため命ずる事務を取り扱うべきことを命ずることができる。 
２ 裁判所（簡易裁判所にあつては司法行政事務を掌理する裁判官）又はその委任を受け
た裁判官は、その裁判所の裁判官以外の職員に、裁判所又は裁判官が法廷外の場所で職務
を行う場合において裁判長又は裁判官が職務の執行に対する妨害を防ぐため命ずる事務を
取り扱うべきことを命ずることができる。 
第二条 最高裁判所、高等裁判所、地方裁判所及び家庭裁判所の長並びに簡易裁判所の司
法行政事務を掌理する裁判官は、その裁判所の職員又は庁舎その他の施設の安全を保持す
るため必要があると認めるときは、その裁判所の裁判官以外の職員に警備を命ずることが
できる。 
２ 高等裁判所、地方裁判所及び家庭裁判所の長は、その支部における前項の規定による
警備に関する事務を当該支部の長に取り扱わせることができる。 
第三条 高等裁判所及びその管轄区域内の裁判所（簡易裁判所にあつては司法行政事務を
掌理する裁判官）は、その裁判所の裁判官以外の職員に、互に他の裁判所において第一条
の規定による事務を取り扱うべきことを命ずることができる。 
２ 高等裁判所並びにその管轄区域内の地方裁判所及び家庭裁判所の長並びに当該高等裁
判所の管轄区域内の簡易裁判所の司法行政事務を掌理する裁判官は、その裁判所の裁判官
以外の職員に、互に他の裁判所において第二条の規定による警備をすべきことを命ずるこ
とができる。 
３ 前二項の規定により命令を受けた職員は、第一条及び第二条の規定の適用について
は、その裁判所の職員とみなす。 
 
附則 
 この規則は、公布の日から施行する。 

 
  

 
  
 


